
令和５年度 第 1回 広沢小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１  開催日時  令和５年５月１２日（金）１３時３０分から１５時１０分 

２  開催場所  広沢小学校 開放教室 

３  出席委員  杉浦 友治    山田 谷一    川上 玲子  

           橋本 憲幸    宮本 慶子    平野 圭吾 

           橋本かずよ   佐々木 知成   加藤 いずみ    

４  欠席委員  なし 

５  学校コーディネーター  矢野 貴惠 

６  学校     澤田 強志（校長）、谷野 幸代（教頭）、鈴木 俊彰（主幹）    

石川 由美（CSディレクター） 

７  傍聴者   なし 

８  協議事項 

   （１） 会長の選出及び副会長の指名について 

（２） 議長の選出について 

（３） 令和５年度学校経営の基本方針について 

   （４） 本年度の学校運営協議会の目標及び取組について 

９  会議録作成者  ＣＳディレクター 石川 由美 

10  会議記録 

    司会の谷野から、委員総数９人のうち９人の出席があり、過半数に達しているため、 

会議が成立している旨の報告があった。 

（１）  会長の選出及び副会長の指名について 

司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、杉浦委員を会長に

推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長に選

任された杉浦委員から、平野委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

（２）  議長の選出 

      司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、杉浦会長から平

野委員を議長に推挙する旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承

認した。 

（３）  令和５年度学校経営の基本方針について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき学校運営基本方針について

の説明があり委員からは、以下の発言があった。 

〇昨日、湖西市の中学のいじめのニュースをみた。 

教室の中で、誰からも話し掛けてもらえない子がいる。 

先生方は、自分から積極的に友達に話していこう、関わっていこうと子供たちに話

すが、難しい場合もある。 



教室では、一人で本を読んでいたり、塾の宿題をしたりしている子もいて、話し掛けにく

い雰囲気がある場合もある。話し掛けられないことを「いじめ」と捉える子もいれば、自分

のしたいことをしている場合もある。昔、自分たちの学年には２２０人いたが、みんなの顔

と名前が一致していた。今は、子供たち同士の関わりが希薄になっている。（加藤委員） 

〇「いじめ防止基本方針」について、広沢小は広沢小の指針を作っていけばいいのでは

ないか。その指針については、保護者との対話が必要。 

・子供からの聞き取りも本当に心を開いて話してくれるのか分からない。加藤さんのおっ

しゃる通り、本を読んでいるのが楽しい子もいるし、幼稚園でもみんなと一緒が楽しい子も

いれば、園庭をずっと一人で回っていることが、その子にとってはすごく楽しい時間になっ

ていることもある。 

・大人が子供に対して、あなたのことを気にしているという姿勢が大切。（橋本憲幸委員） 

〇自分の娘が小学校に入ったばかりの頃は、引っ込み思案であまりしゃべらなかった。

百人一首が、娘が変わるよいきっかけになった。百人一首を通して、子供たち同士、切

磋琢磨して会話が増え、友達に認めてもらえる機会になった。先生方にも励ましてもらっ

て、地域の人たちにもたくさん話し掛けてもらった。（佐々木委員） 

〇子供は慣れてくると心を許し、挨拶をするようになる。初めはこちらから声を掛けてあげ

ることが大切。（杉浦会長） 

〇地域の人たちは今の杉浦会長のように、子供たちと話すことに抵抗感がない。地域の

人たちの交わりの中で、親とは違う接点で子供を育てることもできる。（佐々木委員） 

〇挨拶をすると元気になる。きっかけ作りができればいい。（平野委員） 

〇家庭で挨拶をしないというところも結構ある。挨拶が返ってこないからと諦めずにし続

けることが大切。（川上委員） 

〇「一人の子供を育てるには一つの村がいる」ということわざがある。大人が、範を示し、

人として大事なコミュニケーションや、人を信頼してもよいということを子供に教えていか

なくてはいけない。自分のことを気に掛けてくれる大人がいるということを、子供が感じる

ことが大切。（宮本委員） 

〇私の自治会では月一回役員会がある。挨拶ボランティアなどは集まると思う。（山田

委員） 

〇地域としては、子供の顔と名前が一致できる関係づくりが大切。（川上委員） 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。  

（４）  本年度の学校運営協議会の目標および取組について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき本年度の学校運営協議会の 

目標及び取組について説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

〇地域に任せられるものは地域に頼っていただきたい。地域にはもうリタイアされている

先生方も多いので、出てきてくれるのではないか。地域人材を生かしていくといい。 

（川上委員） 



その他報告事項等 

〇矢野さんから広沢小コミュニティ・スクールの仕組みによる活動計画について説明が

あった。 

〇教頭より以下の報告及び連絡があった。 

・夢育やらまいか事業 CS加算分に対する意見書について 

・次回の熟議内容の確認 

・学校行事への参観について 

・さくら連絡網の登録について 

・名札・顔写真について 

司会から、次回会議は、令和５年６月９日（金）１３：３０から開放教室で開催する旨の

報告があった。 

 


